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1 はじめに
近年の顔表情認識は顔の方位が正面を対象とするもの

が多いが，認識の対象者は必ずしも正面を向いていると
は限らないため本研究では顔方位に頑健な顔表情認識を
目的とする．また，顔特徴点追跡にはActive Appearance
Model(AAM)を用いるが AAMは不特定人物の追跡が
困難であるため，従来では相互部分空間法を用いて類似
する人物のAAMを選択することによって未知のユーザ
に対応する手法が提案されている [1]．本研究ではそれ
に加え，方位ごとのモデルを選択させることにより顔表
情の認識率を向上させた．

2 提案手法の流れ
図 1に提案手法の流れを示す．まず，入力された画像

からAdaBoostを用いて顔検出を行い，検出された顔画
像から相互部分空間法を用いて類似した人物のAAMを
選択する．次に顔方位を算出し，方位ごとのAAMを選
択する．このAAMを用いて顔特徴点追跡を行った後に
顔方位を正面に戻し，SVMによって顔表情認識をおこ
なう．

Face Detection using AdaBoost
AAM Selection based on Face direction

AAM Selection based on like person using Mutualsubspace method 
Generating frontal view face image

Facial expressions recognition using SVM

図 1 提案手法の流れ

3 顔方位を算出し正面に戻す方法
AAMで取得できる appearance vector C の低次元に

顔方位の変動成分が現れ，低次元と顔の方位は比例する
という特徴から，Cを低次元のベクトル，C0，C1を定
数，θを顔方位角度とすると

C = C0 + C1 ∗θ (1)

のようにおける．これによって顔方位を算出し，方位ご
とのモデルを選択した後，顔方位を正面に戻す [2]．

4 実験条件
実験には ATR顔表情データベース [3]を用い，認識

した表情は無表情，喜び，悲しみ，怒りの 4種類，顔方

位は 0°，± 15°，± 30°，± 45°の 7方位とした．また
AAMの選択において，相互部分空間法による人物ごと
のAAMは 2つで，顔方位ごとのAAMはそれぞれ 3つ
ずつとした．テスト人数は 9人であり，Leave-One-Out
法を用いて実験をおこなった，

5 実験結果
表 1に相互部分空間法によって選択されたモデル，選

択されなかったモデル，対象者以外全員で作成したモデ
ルといったモデルの違いによる顔表情の実験結果 (F値)
を示し，表 2に顔方位の違いによる結果を示す．また表
3に表情の違いによる結果を示す．

表 1 AAMの違いによる実験結果
type of model selected non selected all

before method 0.74 0.65 0.70

proposed method 0.81 0.73 0.74

表 2 顔方位の違いによる実験結果
direction(°) -45 -30 -15 0 15 30 45

before method 0.58 0.70 0.75 0.80 0.79 0.80 0.46

proposed method 0.67 0.75 0.76 0.82 0.80 0.81 0.67

表 3 表情の違いによる実験結果
type of expressions neutral happy sadness anger

before method 0.67 0.73 0.67 0.73

proposed method 0.71 0.90 0.77 0.76

以上から，本手法のモデル選択の有効性，また特に顔
方位± 45°の結果から顔方位の頑健性があらわれてい
るのがわかる．

6 まとめ
本稿では，方位ごとのAAMを選択することによって

不特定人物を対象とした顔方位に頑健な表情認識ができ
ることを示した．今後は特徴量を検討することによって
認識の精度を高めていく予定である．
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